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２学期もありがとうございました
早いもので、もう２学期が終わろうとしていま

す。運動会や秋の遠足、宿泊訓練や人権学習参観、

学習発表会、そして、先週の修学旅行。普段の学

習に加え様々な行事を通して、子どもたちはさら

に成長し、たくさんのがんばりや笑顔が見られた

２学期でした。保護者の皆様のご支援、ご協力、

本当にありがとうございました。

学期末のアンケートにも、ご意見ご感想をくだ

さりありがとうございました。「楽しく学校へ通っ

ている」の項目について、９７％の方が「あてはまる」「だいたい」とお答えいただき、

また、「学校教育におおむね満足している」の項目についても、９８％の方が「あてはま

る」「だいたい」とお答え頂いています。

今後も、これらの数値については、今以上に「あてはまる」と答えてもらえるよう、日

々の教育活動や学校行事等を充実させていきます。

＜保護者の皆様からの感想より＞ 嬉しい言葉をたくさんありがとうございました

・上級生としての意識が少しずつできているように感じます！ただ楽しむだけではなく、自分で考え

ながら行動する姿に成長を感じます！

・毎日楽しそうに学校に登校して、｢楽しかったよ！｣と言って帰ってくる姿を見て、私も安心して

毎日を過ごすことができています。 ・担任の先生が子供に対し良くして頂き感謝しかありません。

・日々の生活を支えてくださる先生方のお陰で子供がまたひとつ心身ともに大きく成長していること

に感謝します。

・クラスみんなで長縄を頑張っていることをよく話してくれました。隣のクラスの記録や色んな友達

の様子を教えてくれて、充実しているんだなと嬉しく思いました。

・ご迷惑をおかけしながらも少しずつ成長している姿を見ています。前向きな言葉掛けや、楽しいこ

とへの取り組みなど関わってくださる先生方のおかげです。

・クラスのみんなとの目標達成に向けて励んだり、みんなで楽しく遊んだりと毎日を充実させている

なと感じます。

・いつも大変よくしていただいています。何か要望等あれば、

柔軟に対応していただけているし、子供たちの事だけではな

く、保護者側の事もしっかり考えていただいて、申し訳ない

くらいです。

・登校がうまく行かない状況でも、支えていただいていること

に、本当に感謝しています。子供だけでなく、親にも寄り添

ってもらえる御幸小の環境に救われています。

・成長過程で難しい時期。学校で友達とトラブルになった時、

早急に対応して頂き有難う御座いました。家では子供の話を聞く事しか出来ず助かりました。

・スポコンも御幸小学校が上位を締め感動しました。素敵な仲間と先生に囲まれて学校

生活を送れてます。

・全ての行事に全力で取り組む子どもたちの姿をみて、私自身も元気をもらっています。

※これまでの毎日の「おはようボード」は、本校ホームページで見ることができます。→

御 幸



修学旅行、行ってきました！
先週末、修学旅行に行ってきました。右に書

いている通り、学ぶときはしっかり学び、楽し

むときは、（はめを外しすぎないぎりぎりのところ

まで）楽しむ充実した２日間でした。この時期

の修学旅行について、気候の上では「もっと暖

かいときの方が…」というご意見もありますが、

学習の面では、ちょうど社会科の学習で歴史、

戦争について学んだところで、見学する上で一

番関心が高い時期です。原爆資料館でも、歴史文化博物館でも、子どもたちは時間が足り

ないくらい熱心に見て回っていました。（ちなみに次年度は、１学期の実施を予定しています）

スポコン広場北筑後地区大会
今月３日、本大会がオンラインで行われ、

１０校５０クラス（３年生以上）が参加しまし

た。本校は３年生以上の全クラスが参加しまし

たが、中学年の部で上位３クラスが全て御幸小。

また、高学年の部では、１位と３位に６年生が

入賞しました。私は、この結果について、単に

練習を継続したというだけでなく、普段からク

ラスにまとまりがあること、長縄以外の場面で

も集中したりお互いに励まし合ったりできるか

らだと思っています。今の御幸小のよさが十分に発揮できた大会になりました。

ＰＴＡ教育講演会、ご参加ありがとうございました ～皆様の感想より～

今年度は、立花高校齋藤眞人校長先生に「『いいんだよ』は魔法の言葉」の演題で講演していただき

ました。子どもたちが安心して個性を発揮するために、大人にできることについて学ぶことができま

した。私たち職員も学ぶべきことが多々あり、子どもへの関わりを見直す機会になりました。

・自分の中で当たり前だと信じていたものが、別の立場や背景を持つ人から見ると全く異なる捉え方

になるのだということにハッとさせられました。講演を通じて、物事の見方や捉え方を柔軟に変え

る重要性を強く感じ、まさに新しい視点をプレゼントしてもらったような気持ちです。

・話を聞いて、言うばかりで褒め言葉を伝えてなかったなぁと反省しました、自分の子供と置き換え

涙が出そうになりました。毎回勉強させられる講演ありがとうございました。

・子育てをする中で、新しく出来た事、出来てない事に目が行きがちでした。でも、当たり前と思っ

てやれている事に目を向けて褒めて認めてもらえる事で、心が満たされるし、頑張ろうと思える活

力になることを普段の日常で忘れていた気がします。

・日頃から「褒めて伸ばす」というフレーズは頭にはあるものの、できていないことの方にばかり目

が行きがちなことを改めて考える機会になりました。

・「こうあるべき」と勝手に抱いていた概念から解放されたような気持ちになれました。

・日々の子どもへの声掛け、関わり方を見つめ直す良いきっかけになりました。厳しく言う前に、ま

ず出来ていることを褒めてみようと思いました。

・自分の価値観に囚われすぎないよう心掛けたいと思いました。この様な講演会が自分の子育てを見

直す良い機会になっています。 ・子供の頑張りと感情を共感しあい続ける親でありたいです。

・聞いていて耳が痛い話もありましたが、普段の悩みながらの育児が救われるような思いでした。

・お礼の言葉もステキでした。「先生方、いつも本当にありがとうございます。保護者も一緒に頑張り

たいです。」の言葉は多くの保護者の気持ちです。←ありがとうございます（松田）



冬休みに向けて、特にお願いしたいこと
★スマホ等のメディア活用について（特にオンラインゲーム）★
学級懇談会でもお伝えしましたが、スマホ等のメディア活用による健康被害は、

とても深刻なものがあります。本校においても、日常的に睡眠不足になっている子

がたくさんいます。その結果、体調不良で保健室に行ったり、学習に集中できてい

ない子もいます。さらに、親の目を盗んで深夜にオンラインゲームをしたり、もう

ゲームしか楽しみがないネット依存の状態の子もいます。先月は、ゲーム内での友だちとのやり

とりがきっかけとなったトラブルもありました。

お子さんにスマホ等のメディアを持たせる以上は、親としての果たすべき責任があります。ル

ールを守らせなかったことによる健康被害やトラブルは、本人と保護者に返ってきます。今から

でも決して遅くないので、冬休みに入ることをきっかけに、活用の仕方やルールについて、どう

か、お子さんと真剣に話し合ってください。また、すでに「もう言うことを聞かない」という状

態であれば、私たちも一緒に考えますのでご連絡ください。

★自分を守る安全なすごし方について★
これも複数回メール等でお知らせしていますが、子どもが横断歩道前で手をあげ

て立っているのに、一旦停止せずに通過しようとする車を毎朝と言っていいくらい

見かけます。左右を見ないで渡ろうとしている子には、必ず確認するように声かけ

をしていますが、時々、ドキッとするような場面もあります。また、２学期に学校

に連絡があった事案として、「子どもが、赤信号になっているのに慌てて渡っていて危なかった」

「信号機のない横断歩道で、左右を見ずに渡っていた子が、止まろうとしない車にぶつかりそう

になった」というものがありました。ご家庭でも、安全面での声かけをお願いします。

また、今週、テトルでお送りしましたが、不審者対応について、普段から気を付けることや不

審者が出た場合の行動等、ご家族みなさんで、話をしてください。

★お金のトラブルについて★
この件については、基本的に各ご家庭で判断していただくことですが、毎年トラ

ブルが起こっていますので、そうなる前に注意をお願いします。本年度も昨年度も、

オンラインゲームの中でのお金（有料アイテム）のやりとり、アイテムほしさに友

だちからお金を借りる等の事案がありました。また、放課後、友だちとお店に行っ

て、買った物をそのまま友だちにあげたりもらったりということもあります。

年末年始、普段手にしない多額の現金を手にする時期でもあります。子どもに与えたお小遣い

は、もう子どもに任せている…という考えもありますが、保護者の皆様が働いて手にしたお金で

すので、「こういう使い方はいい、こんな使い方はよくない」という話は、ぜひお願いします。

※買ったお菓子を友だちにあげる（もらう）ことについて、全てがいけないとは言えませんが、少なくと

も、「いつも友だちにあげている。いつももらっている」という関係は、お互いによくないと思います（こ

ういう事案の相談がありました…）。そういう場面（お金を持っている側、持ってない側）になったら、

「あなたはどうしたらいいと思う？」「私は、こうしてほしいと思うよ」と、自分のお子さんと話をして、

行動を決めさせてください。

※もちろん、学校でも、日常的な指導や道徳の学習で、「（お金を含め）自分のものを大切にする」という

学習は行っています。

★お礼★

最近、児童下校時に、学校付近でパトランプを付けた車をよく見かけます。今

日も出張帰りにすれ違いました。遠くから見てもすぐに分かるので、防犯効果は

とても大きいと思います。今回のような事件を防ぐ役割も果たしてくれています。

本当にありがとうございます。今後も活用をよろしくお願いします。


